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開
館
時
間

■
10
月
1
日
〜
10
月
31
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
30
分

■
11
月
1
日
〜
３
月
31
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
00
分

■
休
館
日　

年
末
年
始

　
（
展
示
替
え
に
伴
う
臨
時
休
館
あ
り
）

■
拝
観
料　

大
人　
　
　

１
３
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生　

８
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　

６
０
０
円

高
野
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
、
高
野

町
内
の
学
校
に
在
籍
す
る
学
生
の
方

は
入
館
無
料
で
す
。

（
住
所
記
載
の
証
明
書
提
示
要
）

■
専
用
駐
車
場
あ
り

「
国
宝　

不
動
堂
」
の
檜
皮
葺
屋
根
の
葺
き
替
え
作
業
風
景
。
檜
皮
材
は
、
檜
の
幹
の
表
皮
を
薄
く
剥
ぎ
取
り
、
形
を
整
え
ら
れ
た
後
、
防
腐
の
た
め
に
燻
し
た
竹
釘
や
鉄
釘
を
留
め
具
と
し
、

屋
根
木
槌
で
屋
根
の
野
地
板
に
テ
ン
ポ
よ
く
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

令和６年度 秋期企画展

「高野山と世界遺産」
　　
　　  令和６年10月19日（土）～
　　  令和７年１月13日（月・祝）
　年末年始休館日　令和６年12月28日（土）〜
　　　　　　　　　令和７年１月４日（土）

毎月21日（弘法大師の日）ご来館の方にプレゼントを差し上げます。
令和７年４月１日から、通年の開館時間が９時00分から17時00分までとなります。
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平
成
16
年
（
２
０
０
４
）
に
高
野
山
町
石
道
と
金
剛
峯
寺
境
内
が
、『
紀

伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
』
の
一
部
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
、
今
年
で
20
周
年
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
世
界
遺
産
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
高

野
山
の
中
で
も
世
界
遺
産
区
域
に
ま
つ
わ
る
文
化
財
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昔
か
ら
高
野
山
に
は
全
国
各
地
か
ら
宝
物
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
中
か
ら
、
他
の
世
界
遺
産
ゆ
か
り
の
深
い
文
化
財
を
展
示
し
ま
す
。

国
内
で
は
京
都
や
奈
良
を
は
じ
め
、
海
外
の
世
界
遺
産
と
高
野
山
の
関
わ
り

に
も
ぜ
ひ
注
目
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
高
野
山
と
世
界
遺
産
」

令
和
６
年
度 

秋
期
企
画
展

■
彫
刻

　
　
　

宝
冠
釈
迦
如
来
坐
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　

千
手
観
音
菩
薩
立
像
（
伝
源
義
経
守
本
尊
）　　

 

金
剛
峯
寺

　
　
　

筒
型
厨
子
入
愛
染
明
王
小
像　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

■
絵
画

重
文　

伝
熊
野
曼
荼
羅
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
泉
院
【
前
期
】

重
文　

一
字
金
輪
曼
荼
羅
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遍
照
光
院【
後
期
】

主
な
展
示
品

令
和
６
年
10
月
19
日（
土
）～
令
和
７
年
１
月
13
日（
月
・
祝
）

令
和
６
年
12
月
28
日（
土
）～
令
和
７
年
１
月
４
日（
土
）は
休
館

前
期　

令
和
６
年
10
月
19
日（
土
）～
11
月
24
日（
日
）

後
期　

令
和
６
年
11
月
26
日（
火
）～
令
和
７
年
１
月
13
日（
月
・
祝
）　

国宝　聾瞽指帰（上巻）　金剛峯寺【期間限定展示：10月19日㈯〜11月10日㈰】

重文　舞楽装束類のうち梅松文様水干　金剛峯寺
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高
野
山
絵
図
︽
万
治
元
年
本
（
１
６
５
８
）︾　　

金
剛
峯
寺

　
　
　

高
野
大
師
行
状
図
画
（
大
師
行
状
記
）　　
　
　

 

宝
寿
院

　
　
　

熊
野
曼
荼
羅
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
南
院
【
後
期
】

■
書
跡

国
宝　

聾
瞽
指
帰
（
上
巻
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺　

【
10
月
19
日（
土
）〜
11
月
10
日（
日
）展
示
】

国
宝　

紺
紙
金
銀
字
一
切
経
（
中
尊
寺
経
）　　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺

【
前
後
期
展
示
替
】

国
宝　

又
続
宝
簡
集
109
「
高
野
山
大
湯
屋
釜
鋳
勘
録
状
（
断
簡
）」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺【
前
期
】

国
宝　

又
続
宝
簡
集
30
「
御
室
御
所
高
野
山
御
参
籠
日
記
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺【
後
期
】

重
文　

高
麗
版
一
切
経　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

【
前
後
期
展
示
替
】

重
文　

町
石
建
立
供
養
願
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺【
前
期
】

■
工
芸

重
文　

天
野
社
舞
楽
装
束
類
の
う
ち
梅
松
文
様
水
干　
　

金
剛
峯
寺

重
文　

成
身
会
八
葉
蒔
絵
厨
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

※
期
間
中
、
一
部
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

※
文
化
財
の
保
存
上
、
展
示
品
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

今
後
の
展
覧
会

冬
期
企
画
展

　
「
密
教
の
美
術
」

令
和
７
年
１
月
18
日︵
土
︶
～
４
月
13
日︵
日
︶

重文　一字金輪曼荼羅図　遍照光院　【後期】重文　成身会八葉蒔絵厨子　金剛峯寺

千手観音菩薩立像　金剛峯寺

筒型厨子入愛染明王小像　
金剛峯寺
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釈
迦
如
来
像
は
他
の
多
く
の
如
来
像

と
同
じ
く
、
装そ

う

飾し
ょ
く

品ひ
ん

を
身
に
つ
け
な
い

姿
で
表
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
宝
冠
、

瓔よ
う

珞ら
く

を
身
に
つ
け
た
釈
迦
如
来
像
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
像
を
、
一
般
的
に

宝
冠
釈
迦
如
来
像
と
呼
び
、
禅ぜ

ん

宗し
ゅ
う

寺じ

院い
ん

を
中
心
に
広
く
祀ま

つ

ら
れ
て
い
ま
す
。
宝
冠

釈
迦
如
来
像
は
、頭ず

頂ち
ょ
うで

髻
も
と
ど
りを

高
く
結
び
、

宝
冠
を
頂い

た
だ

き
、
禅ぜ

ん

定じ
ょ
う

印い
ん

を
結
ぶ
姿
で
表

さ
れ
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
仏
像
も
、
宝

冠
釈
迦
如
来
像
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
仏
像
の
首
の
内
側
に
は
墨ぼ

く

書し
ょ

が

あ
り
ま
す
。
墨
書
に
よ
る
と
、
天
正
18
年

（
１
５
９
０
）
に
康こ

う

正し
ょ
うと

い
う
仏
師
が
造ぞ

う

立り
ゅ
うし

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
康
正
は
、

運う
ん

慶け
い

の
末ま

つ

流り
ゅ
うで

、
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時

代
に
か
け
て
、
東と

う

寺じ

（
京
都
府
京
都
市
所

在
）
や
醍だ

い

醐ご

寺じ

（
同
）
な
ど
で
、
多
く
の

仏
像
を
造
立
、
修

し
ゅ
う

復ふ
く

し
ま
し
た
。
京
都
国

立
博
物
館
所
蔵
「
本ほ

ん

朝ち
ょ
う

大だ
い

仏ぶ
っ

師し

正せ
い

統と
う

系け
い

図ず

并
な
ら
び
に

末ま
つ

流り
ゅ
う」

に
康
正
の
事じ

績せ
き

が
記
さ
れ

て
お
り
、
高
野
山
で
は
、
伽が

藍ら
ん

に
あ
る
荒あ

ら

川か
わ

経き
ょ
う

蔵ぞ
う

の
釈
迦
如
来
、
大
塔
の
四し

仏ぶ
つ

、

大
門
の
仁に

王お
う

、
中
門
の
二に

天て
ん

を
造
っ
た
こ

と
が
載の

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
荒
川

経
蔵
の
釈
迦
如
来
は
天
正
18
年
の
製
作

と
記
さ
れ
て
お
り
、
像
内
の
墨
書
と
一
致

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
「
本
朝
大
仏
師
正

統
系
図
并
末
流
」
に
は
髪は

っ

際さ
い

高こ
う

（
額
の
髪

の
生
え
際
ま
で
の
高
さ
）
が
「
二
尺
七
寸

（
約
８
１
．
８
セ
ン
チ
）」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
宝
冠
釈
迦
如
来
像
の
髪
際
高
を
計

測
す
る
と
約
７
７
セ
ン
チ
と
少
し
差
が

あ
り
ま
す
が
、
現
状
で
は
今
回
の
宝
冠
釈

迦
如
来
像
と
同
一
の
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
天
正
年
間
は
、
豊
臣
秀
吉
の
信し

ん

任に
ん

を
得
た
応お

う

其ご

上し
ょ
う

人に
ん

（
１
５
３
８
～
１
６

０
８
）
に
よ
る
高
野
山
復ふ

っ

興こ
う

が
行
わ
れ
、

荒
川
経
蔵
も
天
正
19
年
（
１
５
９
１
）
に

復
興
さ
れ
ま
し
た
。宝
冠
釈
迦
如
来
像
も
、

こ
の
復
興
事
業
の
一
つ
と
し
て
造
立
さ

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

大
塔
な
ど
の
他
の
仏
像
は
そ
の
後
焼
失

し
て
お
り
、本
像
の
み
現げ

ん

存ぞ
ん

し
て
い
ま
す
。

　

本
尊
と
し
て
祀ま

つ

っ
て
い
た
荒
川
経
蔵

は
、
六ろ

っ

角か
く

経
蔵
と
現
在
は
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
平
安
時
代
、保
元
元
年
（
１
１
５
６
）

に
鳥と

羽ば

法ほ
う

皇お
う

の
菩ぼ

提だ
い

の
た
め
に
、
皇こ

う

后ご
う

の

美び

福ふ
く

門も
ん

院い
ん

が
一い

っ

切さ
い

経き
ょ
う

を
奉ほ

う

納の
う

し
た
建
物

で
す
。
こ
の
一
切
経
は
、
重
要
文
化
財
と

し
て
現
存
し
て
お
り
、
紺こ

ん

紙し

に
金き

ん

字じ

で
書し

ょ

写し
ゃ

さ
れ
た
経
典
で
す
。
奉
納
し
た
際
、
供く

養よ
う

料り
ょ
うと

し
て
荒あ

ら

川か
わ
の

庄し
ょ
う（

現
在
の
和
歌
山

県
紀
の
川
市
所
在
）
と
い
う
土
地
を
寄き

進し
ん

し
た
た
め
、
こ
の
一
切
経
の
こ
と
を
荒
川

経
、
経
蔵
の
こ
と
を
荒
川
経
蔵
と
も
呼
び

ま
し
た
。
経
蔵
の
本
尊
と
い
え
ば
文も

ん

殊じ
ゅ

菩ぼ

薩さ
つ

が
多
い
で
す
が
、
六
角
経
蔵
は
、
昔
か

ら
釈
迦
如
来
像
だ
っ
た
よ
う
で
、
鎌
倉
時

代
の
僧
、
明

み
ょ
う

恵え

が
記
し
た
と
さ
れ
る
『
金こ

ん

剛ご
う

峯ぶ

寺じ

巡じ
ゅ
ん

礼れ
い

次し

第だ
い

』
に
は
「
金こ

ん

色じ
き

釈し
ゃ

迦か

」

が
本
尊
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、

江
戸
時
代
後
期
の
史
料
『
紀き

伊い

続し
ょ
く

風ふ

土ど

記き

』
に
は
快か

い

慶け
い

作
と
伝
わ
る
説せ

っ

法ぽ
う

す
る
姿

（
お
そ
ら
く
転て

ん

法ぽ
う

輪り
ん

印い
ん

を
結
ぶ
）
の
釈
迦

如
来
像
が
本
尊
だ
っ
た
と
あ
る
の
で
、
宝

冠
釈
迦
如
来
像
が
本
尊
だ
っ
た
期
間
は
、

長
く
と
も
天
正
19
年
～
江
戸
時
代
後
期

頃
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
と
は
い
う
も
の

の
、
現
存
す
る
本
尊
を
別
に
し
て
、
新
た

な
本
尊
を
祀
る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う

か
。
謎
は
深
ま
る
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
（
研
谷
昌
志
）

宝ほ
う

冠か
ん

釈し
ゃ

迦か

如に
ょ

来ら
い

坐ざ

像ぞ
う　

金
剛
峯
寺
蔵

　

桃
山
時
代　

天
正
18
年
（
１
５
９
０
）　

像
高　

１
０
６
．
０
セ
ン
チ

宝冠釈迦如来像

像内墨書

収蔵品の紹介 117
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ト
ー
ク
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
絵

画
と
書
跡
の
取
り
扱
い
方
法
の
復
習
、
工

芸
（
金
工
品
）
の
講
義
と
取
り
扱
い
実
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

22
日
の
午
前
は
、
漆し

っ

工こ
う

品ひ
ん

の
講
義
と
取

り
扱
い
方
法
の
解
説
、
取
り
扱
い
実
習
と

絵
画
の
取
り
扱
い
方
法
の
復
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
板ば

ん

木ぎ

の
講
義
と
板
木
を

用
い
て
湿し

っ

拓た
く

の
拓
本
実
習
を
行
い
ま
し

た
。

　

23
日
の
午
前
中
は
、
燻く

ん

蒸じ
ょ
う

作
業
の
準

備
と
、
書
跡
、
絵
画
の
文
化
財
運
搬
方
法

の
解
説
と
運
搬
実
習
、
ま
た
書
跡
の
取
り

扱
い
方
法
の
復
習
。

　

午
後
か
ら
は
、
書
跡
の
調
書
作
成
を
行

い
ま
し
た
。

　

４
日
間
と
い
う
短
期
間
で
し
た
が
、
実

習
生
に
は
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
な
ど
、

普
段
は
展
示
ケ
ー
ス
越
し
で
し
か
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
別
の
貴

重
な
文
化
財
を
実
際
に
手
に
取
り
、
文
化

財
の
取
り
扱
い
の
実
技
を
学
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
実
習
体
験
を
進
路
選
択
、
今
後
の

人
生
に
生
か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
心
よ

り
願
っ
て
い
ま
す
。

（
鳥
羽
正
剛
）

　

こ
の
度
、
令
和
５
年
度
に
引
き
続
き
、

令
和
６
年
度
も
、
大
学
で
博
物
館
学
芸
員

資
格
を
取
得
す
る
た
め
の「
博
物
館
実
習
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
高
野
山
大
学
の
大
学
生
２

名
・
科
目
履
修
生
１
名
、
合
計
３
名
を
受

け
入
れ
、
令
和
６
年
８
月
20
日
㈫
か
ら
23

日
㈮
ま
で
の
４
日
間
、
霊
宝
館
内
に
お
い

て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
日
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
詳
細
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

　

20
日
の
午
前
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
の
ち
、
大
森
照
龍
霊
宝
館
長
に
よ
る

絵
画
、
書
跡
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
考
古
資

料
の
歴
史
的
特
徴
、
製
作
上
の
構
造
、
取

り
扱
い
方
法
、
高
野
山
の
信
仰
背
景
な
ど

の
講
義
を
行
い
、
そ
の
後
、
平へ

い

成せ
い

大だ
い

宝ほ
う

蔵ぞ
う

と
展
示
室
（
本
館
・
新
館
）
の
施
設
見
学
。

　

午
後
か
ら
は
、絵
画
と
書
跡
を
用
い
て
、

取
り
扱
い
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

21
日
の
午
前
は
、
彫
刻
の
講
義
、
取
り

扱
い
と
梱こ

ん

包ぽ
う

実
習
、
書
跡
の
調
書
作
成
方

法
の
解
説
。
ま
た
奥
之
院
の
発
掘
調
査
で

出
土
し
た
考
古
資
料
の
解
説
、
取
り
扱
い

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
小

し
ょ
う

宝ほ
う

蔵ぞ
う

の
施
設
見
学
、

収
蔵
す
る
考
古
資
料
の
解
説
を
行
い
、
本

館
映
像
コ
ー
ナ
ー
で
は
文
化
財
解
説
方

法
の
視
聴
、
ま
た
本
館
学
芸
員
に
よ
る
世

界
遺
産
登
録
20
周
年
記
念
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

①文化財に関する講義

③書跡の取り扱い ②絵画の取り扱い

⑤仏像の取り扱い ④彫刻の運搬

⑦書跡の調査（調書作成） ⑥紐箱の取り扱い

博
物
館
実
習
の
報
告
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特
集
高
野
山

全
国
に
拡
が
る
町
石

は
じ
め
に

　

町
石
と
は
、
高
野
山
内
の
道
の
傍か

た
わ

ら
に

あ
る
高
さ
三
ｍ
前
後
の
石せ

き

塔と
う

で
す
。
参さ

ん

詣け
い

の
行
き
帰
り
に
目
に
さ
れ
た
方
も
多
い
で

し
ょ
う
。
高
野
山
に
は
山
内
に
三
六
基
、

ま
た
麓ふ

も
と

か
ら
の
参
詣
道
（
町
石
道
）
に
一

八
〇
基
、
合
計
二
一
六
基
あ
り
ま
す
。
町

石
は
、寺
社
へ
の
参
道
な
ど
道ど

う

法ほ
う

一い
っ

町ち
ょ
う（

約

一
〇
九
ｍ
）
ご
と
に
町

ち
ょ
う

位い

を
記
入
し
た
石

造
の
標

ひ
ょ
う

識し
き

兼け
ん

卒そ

塔と

婆ば

で
、
多
く
が
仏
教
的

信
仰
に
関
係
し
て
お
り
、
仏
名
の
種し

ゅ

子じ

な

ど
を
刻
む
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
高
野
山

で
は
元
は
木
製
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
鎌

倉
時
代
に
高
野
山
遍
照
光
院
の
覚か

く

斅き
ょ
うの

発ほ
つ

願が
ん

・
勧か

ん

進じ
ん

に
よ
り
、
石
製
の
町
石
が
文
永

二
（
一
二
六
五
）
年
か
ら
約
二
十
年
か
け

て
造
立
さ
れ
ま
し
た
。
造
立
者
は
一
般
の

民
衆
に
加
え
て
、
後ご

嵯さ

峨が

天て
ん

皇の
う

、
藤ふ

じ

原
わ
ら
の

資す
け

季す
え

、
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

宗む
ね

、
北
条
政ま

さ

村む
ら

、
安あ

達だ
ち

泰や
す

盛も
り

と
い
っ
た
、
当
時
の
権
力
者
が
多
数

関
与
し
た
大
き
な
事
業
で
し
た
。
高
野
山

町
石
の
分
析
は
、
こ
れ
ま
で
の
『
霊
宝
館

だ
よ
り
』（
第
一
四
四
号
、
第
一
四
六
号
）

で
諸
先
生
が
筆
を
執と

ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
小
稿
で
は
高
野
山
以
外
の
各
地
に
あ

る
中
世
町
石
に
つ
い
て
記
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
石
の
形
を
考
え
る

　

町
石
は
町
位
を
明
示
、
す
な
わ
ち
残
り

の
距
離
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
第
一
の
目
的

で
す
の
で
、
形
は
必
ず
し
も
統
一
す
る
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
高
野
山
町
石

と
異
な
っ
た
形
の
も
の
も
各
地
に
存
在
し

ま
す
。
こ
こ
で
は
町
石
の
形
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
す
。

　

記
録
に
残
る
中
で
最
古
の
町
石
は
、
大

阪
府
箕
面
市
の
勝か

つ

尾お
う

寺じ

町
石
（
宝
治
元
・

一
二
四
七
年
）
で
す
。
形
態
は
五
輪
塔
形

で
、
高
野
山
町
石
と
何
ら
か
の
繋
が
り
が

推
測
で
き
ま
す
。
次
に
建
て
ら
れ
た
町
石

は
、
三
重
県
伊
賀
市
の
廃は

い

補ほ

陀だ

落ら
く

寺じ

町
石

（
建
長
五
・
一
二
五
三
年
）
が
自
然
石
形
、

そ
し
て
高
野
山
町
石（
文
永
三
・
一
二
六

六
年
）
が
五
輪
塔
形
、
京
都
府
京
都
市
の

上か
み

醍だ
い

醐ご

町
石
（
文
永
七
・
一
二
七
〇
年
）

が
笠
塔
婆
と
、
初
期
の
町
石
の
形
は
さ
ま

ざ
ま
で
一
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
高
野
山
町
石
が
造
立

さ
れ
ま
し
た
が
、
他
の
町
石
造
立
と
比
べ

て
は
る
か
に
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
っ
た
た
め
そ
の
影
響
力
は
大
き
く
、
そ

れ
以
降
の
町
石
造
立
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
特
に
影
響
を
受
け
た
の

が
形
で
す
。
高
野
山
町
石
造
立
以
降
、
全

国
三
十
一
ヵ
所
で
町
石
が
造
立
さ
れ
ま
し

た（
中
世
に
限
る
）。形
ご
と
の
内
訳
で
は
、

五
輪
塔
形（
①
・
五
輪
卒
塔
婆
形
含
む
）

一
三
例
、
尖せ

ん

頭と
う

角か
く

柱ち
ゅ
う

形が
た（

②
）六
例
、
笠か

さ

塔と
う

婆ば

形が
た（

③
）五
例
、
板い

た

碑び

形が
た（

④
）四
例
、

自
然
石
・
そ
の
他（
⑤
）三
例
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
中
で
、
尖
頭
角
柱
形
は
徳
島

県
の
遍
路
道
と
大
阪
府
能
勢
町
の
廃は

い

月げ
っ

峰ぽ
う

寺じ

町
石
の
み
に
偏へ

ん

在ざ
い

し
、
板
碑
形
は
一
五

世
紀
後
半
以
降
に
出
現
す
る
新
し
い
形
態

で
す
の
で
、
こ
こ
で
は
五
輪
塔
形
と
笠
塔

堺
市
博
物
館
学
芸
員　

海 

邉　

博 

史

①五輪塔形（高野山外95）

②尖頭角柱形（鶴林寺）
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婆
形
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

五
輪
塔
形
は
、
造
立
初
期
か
ら
導
入
さ

れ
、
初
期
の
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
に

限
っ
て
も
、
そ
の
多
く
で
多
く
採
用
さ
れ

形
に
な
り
ま
す
。
同
時
に
地
域
を
問
わ
ず

採
用
さ
れ
て
お
り
、
町
石
の
主
流
な
形
と

評
価
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
笠
塔
婆

形
は
上
醍
醐
町
石
が
初し

ょ

出し
ゅ
つと

な
り
ま
す
。

そ
の
後
も
断
続
的
に
採
用
さ
れ
る
形
で
す

が
、
上
醍
醐
町
石
と
比
較
的
初
期
の
滋
賀

県
甲
良
町
の
西さ

い

明み
ょ
う

寺じ

町
石
（
元
応
二
・

一
三
二
〇
年
）以
外
は
、そ
の
す
べ
て
が
現

在
の
兵
庫
県
に
該
当
す
る
摂
津
・
播
磨
で

採
用
さ
れ
、
特
定
の
地
域
で
好
ま
れ
た
形

と
解
釈
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
高
野
山
町

石
造
立
以
降
は
、
町
石
の
形
は
他
の
形
と

併
存
し
つ
つ
も
五
輪
塔
形
が
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

高
野
山
町
石
造
立
の
意
味

　

次
に
高
野
山
町
石
以
降
に
お
け
る
町
石

造
立
の
動
向
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
ま

す
。
高
野
山
町
石
が
造
立
さ
れ
た
文
永
二

（
一
二
六
五
）
年
以
降
、
各
地
で
町
石
造

立
が
ブ
ー
ム
と
な
り
一
気
に
町
石
造
立
が

拡
が
っ
た
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
野
山
町
石
造
立
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
上
醍

醐
町
石
が
造
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

降
は
一
四
世
紀
に
入
る
ま
で
、
約
三
十
年

間
は
造
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
一

四
世
紀
前
半
も
三
ヵ
所
で
造
立
さ
れ
ま
す

が
、
奈
良
県
御
所
市
の
安あ

ん

位い

廃は
い

寺じ

以
外
は

畿き

内な
い

か
ら
比
較
的
離
れ
た
場
所
で
、
し
か

も
高
野
山
町
石
と
は
形
が
違
う
笠
塔
婆
形

で
す
。
一
四
世
紀
中
葉
は
六
ヵ
所
で
造
立

さ
れ
ま
す
が
、
淡
路
の
二
ヵ
所
（
兵
庫
県

南
あ
わ
じ
市
の
諭ゆ

鶴づ
る

羽は

神
社
、
金
剛
寺
）

と
阿
波
の
四
ヵ
所
（
徳
島
県
阿
南
市
の
太た

い

龍り
ゅ
う

寺じ

道み
ち

、
か
も
道み

ち

、
一い

っ

宿し
ゅ
く

寺じ

、
勝
浦
町

の
鶴か

く

林り
ん

寺じ

道み
ち

）
は
、
ほ
ぼ
同
じ
年
代
か
つ

同
じ
形
で
あ
る
た
め
、
同
じ
造
立
主
体
が

独
自
で
活
動
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

高
野
山
町
石
造
立
か
ら
百
年
近
く
経
っ
た

一
四
世
紀
後
半
か
ら
、
数
が
増
加
し
町
石

造
立
が
よ
う
や
く
本
格
化
し
た
と
評
価
で

き
ま
す
。
こ
の
空
白
期
間
が
何
を
意
味
し

て
い
る
の
か
、
ま
だ
よ
く
分
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
町
石
造
立
の
意
義
を
考
え
る
上
で

も
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
す
。

お
わ
り
に

　

高
野
山
町
石
と
同
じ
五
輪
塔
形
の
町
石

が
各
地
で
製
作
・
分
布
す
る
の
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
の
が
高

野
山
町
石
の
形
態
の
多
様
化
で
す
。
高
野

山
町
石
は
同
じ
石
材
か
つ
ほ
ぼ
同
時
期
の

製
作
、
形
も
一
見
す
る
と
同
じ
五
輪
塔
形

を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
空
風
輪
の
型

式
は
詳
細
に
観
察
す
る
と
計
一
一
種
類
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
そ

れ
だ
け
多
く
の
形
に
細
分
で
き
る
一
方
、

異
な
る
石
材
で
も
同
じ
型
式
の
町
石
が
製

作
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す（
詳
細
は『
霊

宝
館
だ
よ
り
』
第
一
四
四
号 

佐
藤
亜
聖
、

先
山
徹
両
先
生
の
論
考
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
）。
こ
れ
は
町
石
造
立
に
あ
た
っ
て
、

採さ
い

石せ
き

も
加
工
も
複
数
の
石
工
集
団
が
携

わ
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
ま

す
。
あ
ち
こ
ち
か
ら
採
石
さ
れ
た
石
材
は

い
っ
た
ん
同
じ
場
所
（
お
そ
ら
く
高
野
山

の
麓
の
紀
の
川
中
流
付
近
か
）
に
集

し
ゅ
う

積せ
き

さ

れ
、
そ
こ
に
各
地
か
ら
石せ

っ

工こ
う

集し
ゅ
う

団だ
ん

が
集

め
ら
れ
、
町
石
を
量
産
化
す
る
体
制
が
構

築
さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
な
い
大
規
模
事
業
と
し
て
町
石
造
立
に

取
り
組
む
、
従
来
の
中
世
石
造
物
生
産
の

枠
組
み
と
は
全
く
異
な
る
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
そ
れ
が
高
野
山
町
石
造
立
で
あ
っ

た
と
理
解
で
き
ま
す
。

　

現
在
の
高
野
山
で
は
サ
イ
ン
表
示
や
交

通
看
板
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
町
石
は
標
識

と
し
て
の
役
割
は
終
え
ま
し
た
。
し
か
し

道
端
に
佇た

た
ず

む
町
石
は
、
歴
史
の
証
人
と
し

て
今
も
な
お
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。
じ
っ
く
り
と
町
石
を
眺な

が

め
て
、
一

味
違
っ
た
高
野
山
の
魅
力
を
見
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

③笠塔婆形（一条寺）

④板碑形（倉治町石）

⑤自然石形（廃補陀洛寺・山路裕樹氏撮影）
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会
員
を
対
象

◦
９
月
28
日
㈯
、
10
月
12
日
㈯

　

一
般
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
対
象

◦
10
月
１
日
㈫

　

橋
本
市
立
清
水
小
学
校
６
年
生
対
象

◦
10
月
２
日
㈬
・
４
日
㈮

　

高
野
山
小
学
校
４
年
生
・
６
年
生
対
象

●
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

　

７
月
21
日
㈰
、
８
月
21
日
㈬
、
９
月
21

日
㈯
に
、
当
館
職
員
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。

高野山霊宝館からのお知らせ

お問い合せ先　高野山霊宝館　ＴＥＬ ０７３６─５６─２０２９㈹

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話　

開
催

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
」（
お
坊
さ
ん
に

よ
る
法
話
と
展
示
解
説
）
を
、
左
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

５
月
18
日
㈯　

講
師　

髙
橋
秀
輝
師

　

６
月
１
日
㈯　

講
師　

成
松
昇
紀
師

　

７
月
６
日
㈯　

講
師　

髙
井
知
弘
師

　

８
月
３
日
㈯　

講
師　

才
田
亮
舜
師

　

９
月
７
日
㈯　

講
師　

西
野
寛
山
師

　

10
月
５
日
㈯　

講
師　

栗
田
寛
康
師

今
後
の
開
催
予
定

　

11
月
９
日
㈯　

講
師　

辻　

雅
榮
師

　

午
後
１
時
よ
り
約
45
分

◎
世
界
遺
産
高
野
山
登
録
20
周
年
記

念
事
業

●
国
宝
不
動
堂
屋
根
葺
替
工
事

　

現
場
見
学
会

　

現
在
屋
根
葺
替
工
事（
檜
皮
葺
）を
行
っ

て
い
る
国
宝
不
動
堂
の
工
事
現
場
見
学
会

を
、（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

職
員
の
解
説
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

◦
９
月
21
日
㈯　

　

高
野
山
霊
宝
館
友
の
会
会
員
・
参
与
会

●
夏
休
み
特
別
イ
ベ
ン
ト
﹁
親
子
で
発
見
！

　

高
野
山
こ
こ
ろ
の
探
求
﹂
開
催

　

７
月
27
日
㈯
、
28
日
㈰
、
小
学
生
を
対

象
に
、
大
森
照
龍
館
長
に
よ
る
文
化
財
解

説
を
実
施
し
ま
し
た
。

〇
貸
出
情
報

●
龍
谷
大
学　

龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

秋
季
特
別
展
﹁
眷
属
﹂

　

令
和
６
年
９
月
21
日
㈯
〜
11
月
24
日
㈰

国
宝
附
属　

指
徳
童
子
像
・
阿
耨
達
童
子

像
（
八
大
童
子
立
像
の
う
ち
）

金
剛
峯
寺

●
中
之
島
香
雪
美
術
館

特
別
展﹁
法
華
経
絵
巻
と
千
年
の
祈
り
﹂

　

令
和
６
年
10
月
５
日
㈯
〜
11
月
24
日
㈰

重
文　

法
華
一
品
経　

二
巻　

金
剛
峯
寺

ミュージアム法話開催風景
（西野寛山師）

友の会 会員募集
〈年会費〉　
　一般会員（個人）　　３，０００円
　賛助会員（法人）　３０，０００円
　キャッシュレス決済で手続きが可能になりました。入会希望
の方は下記から申し込みいただくか、霊宝館までお問い合わせ
ください。

会費ペイ会員登録用ＵＲＬ・ＱＲコード
https://www.kaihipay.jp/forms?
form_code=9807367488232707

国宝　不動堂屋根葺替工事現場見学会の開催風景
（９月21日）

◎
空
海
・
密
教
を
自
宅
で
学
べ
る

﹃
高
野
山
大
学 

社
会
人
向
け
コ
ー
ス
﹄

　

高
野
山
大
学
で
は
、
社
会
人
の
皆
さ

ま
の
人
生
の
さ
ら
な
る
学
び
を
応
援
す

る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
可
能
な

密
教
文
化
コ
ー
ス
を
開
設
し
て
お
り
ま

す
。

　

空
海
、
マ
ン
ダ
ラ
、
お
遍
路
、
歴
史

な
ど
幅
広
い
学
び
を
、
続
け
や
す
い
学

費
に
て
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細

は
大
学
Ｈ
Ｐ
、
ま
た
は
お
電
話
に
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

高
野
山
大
学
コ
ー
ス
広
告

大学HP
QRコード

ミュージアムトーク開催風景（８月21日）


